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要旨：筆者らは福井県勝山市の１ヶ所，越前市の 1 ヶ所，敦賀市の 1 ヶ所でサギソウ (Pecteilis radiata (Thunb.) Raf.)

の個体を確認した. 2017 年 8 月 11 日から 2021 年 9 月 23 日まで生育地の個体数を調査した．敦賀市の場所は過

去の植物標本記録が古く，サギソウの個体が 37 年間確認できず，2020 年に再確認された．生育地の地形と植生タ

イプは日当りの良い湿地や谷側の湿った水田畦畔であった．5 年間の調査では越前市の保護されている場所は個体数

が維持されていたが，他の 2 ヶ所は湿地の自然遷移やシカの採食で個体数が少なくなっている． 
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Hiroyuki ENOMOTO*1, Hideki SAKAMOTO1. 2022. Records of habitat and population of Pecteilis radiata 

(Thunb.) Raf. (2017-2021) confirmed in Fukui Prefecture. Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Conservation 

Center) 25:97-105.  

The authors confirmed individuals of Pecteilis radiata (Thunb.) Raf. at one location in Ono City, one location in 

Echizen City, and one location in Tsuruga City in Fukui Prefecture. The population of the habitat was investigated 

from August 11, 2017 to September 23, 2021. In the place of Tsuruga City, past plant specimen records are old, and 

an individual of Pecteilis radiata (Thunb.) Raf. could not be confirmed for 37 years, and it was reconfirmed in 2020 

for the first time in a long time. The topography and vegetation type of the habitat were sunny wetlands and moist 

ridges of paddy fields on the valley side. In a five-year survey, the number of individuals was maintained in 

protected areas in Echizen City, but the number of individuals has decreased due to natural succession of wetlands 

and deer feeding. 
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はじめに 

ラン科のサギソウ(Pecteilis radiata (Thunb.) Raf.)は

サギソウ属の多年性植物であり，亜寒帯から暖温帯

のやや湿った場所で生育している．日本では北海道，

本州，四国，九州に分布する．海外では，朝鮮半島，

極東ロシア，中国東部に分布する(北村ほか 1964，正

宗 1969，前川 1971，イズミ1982，神田 1984，里見

1982，橋本ほか 1991，中島2012，門田 2013，遊川

2015ab)． 

福井県でも昭和初期からサギソウが発見され，標

本として，福井県自然保護センター，福井市自然史博

物館，越前町立福井総合植物園に保管されている．改

訂・増補福井県植物誌には，福井県でのサギソウ生育

地がいくつか記載されており，福井県植物図鑑には

かつて生存していたあわら市の生育場所が掲載され

ている．しかし，現在は個体が確認されていない(渡

辺 2003，若杉 1998)．  

サギソウは，2016年までは福井県のカテゴリーで

は自然状態で県域絶滅とされ，「改訂版 福井県の絶

滅のおそれのある野生動植物」の編纂のための調査

によって，生育地が再発見され絶滅危惧Ⅰ類に変更

された経緯がある．近隣県では石川県，岐阜県，京都

府が絶滅危惧Ⅰ類に，滋賀県が準絶滅危惧種に指定

している(石川県 2020，福井県 2016，岐阜県 2014，

岐阜県植物誌調査会編 2019，滋賀県 2021，京都府

2015)． 

福井県でのサギソウの個体は 1992年以来，標本と

して記録されておらず，絶滅が懸念されていた．この

ため，筆者らは「改訂版 福井県の絶滅のおそれのあ

る野生動植物」の編纂のための調査で確認された勝

山市，越前市の現地情報を基にして環境省第５次レ

ッドリスト作成のための福井県調査で継時的変化を

観察した．さらに，かつてサギソウが確認された現地

に赴き調査した．そして，2020 年敦賀市で 38 年ぶ

りにサギソウが生育している場所を再発見した．敦

賀市の場所を含めて2017年から2021年にかけて生

育個体数の推移を調べた． 
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調査地と調査方法 

調査地は「改訂版福井県の絶滅のおそれのある野

生動植物」の調査情報を基に福井県で類似する環境

の場所を踏査し，生育に適する環境に属する場所を

中心に本種の個体を目視で観察した(宮脇 1967，宮

脇 1969，梅原 2016)．確認した生育地は日当りの良

い湿地や谷側の湿った水田畦畔であった． 

 

結果 

1. 個体数の推移 

2017年 8月 11日から 2021年 9月 23日までサギ

ソウの個体数推移を調査した(表１)． 

        
           

      

         

          
     
     

     

           
      
     
        
     
     

      

         
     
     
      
       
     
      
     

     

           

             

図 1 サギソウの保護区域の開花状況(越前市 2020 年 8 月 13 日) 

表１ 福井県で確認されたサギソウ(Pecteilis radiata (Thunb.) Raf.)の生息地と個体数推移(2017-2021) 
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勝山市では 2017 年 8 月 29 日に 29 個体を確認し

た． 2018年 8月 25日には 2個体を確認した．2019

年には範囲を広げて調査したが，個体は見つからな

かった．2019～2021年まで開花時期を中心に調査し

たが，発見できなかった． 

一方，越前市ではサギソウを保護している地域で

あり，保護している場所には 2019年を除いて，200

個体以上の群落を形成していた(図 1)． 

敦賀市では 2019 年 11 月 4 日に調査を実施した

が，花序がなく，葉が枯死寸前の個体であったためサ

ギソウと認識できなかった．2020 年 8 月 14 日には

サギソウが 16個体生育していた．8月 29日には 12

個体が見つかったが，花序がシカの採食によって切

取られた個体も見受けられた．2021 年 8 月 12 日に

は 11個体が生育していた．花序を伸ばし開花してい

た個体は 10個体あった．8月 31日には 12個体を確

認した(図 2)．9 月 23 日には９個体に減っていた．

結実し子房を充実させている個体が 4 個体，結実し

ていない個体が 5 個体あった(図 4，5)．個体がある

近くにはシカやイノシシの踏みつけ痕や排泄物が多

数確認できた(図 6)． 

 

2. 2021 年度の個体数，開花個体数，結実個体数，

草丈，葉数，葉長，葉幅，花数，結実数について 

2021 年 8 月 31 日には，敦賀市で開花していない

１個体と開花終盤から結実期の個体が 11 個体あり，

その中で 3 個体が結実していたので，個体数，開花

個体数，結実個体数，草丈，葉数，葉長，葉幅，花数

(開花個体数平均，結実中の個体は花痕を計測)，結実

数(結実個体数平均)を記録した．草丈は 32.8cm，葉

数は 3.3枚あった．花数は 1.6個/個体，結実数は 1.3

個/個体であった(表２)． 

 

考察 

サギソウの分布と生育環境，植生，ラン菌根菌，送粉

動物と虫害，シカの採食，保護と増殖について 

サギソウは冷温帯の湿った草地や水田畦畔の湿っ

た比較的明るい場所に生えることが知られている．

今回，敦賀市で 38年ぶりに見つかった場所は林冠に

ミズナラ，ホオノキ，タブノキ，イタヤカエデなどが

優占し，林間にヤブツバキ，コハウチワカエデ，ヤマ

ボウシ，マルバマンサク，林床にはオオイワカガミ，

ショウジョウバカマ，カンアオイ，ナツエビネなどが

生育している山の谷側の湿地部分に数個体が生存し

ていた． 

サギソウは江戸時代より古典園芸植物として，日

                                
                                            
                                    

                                                         

       

図２ サギソウの開花個体(敦賀市 2021 年 8 月 31 日) 

表２ サギソウの草丈，葉数，葉長，葉幅，花数(敦賀市 2021) 
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本人に愛され，栽培方法などが多数ある(小田倉

2001)．サギソウのプロトコーム初期発育過程におい

て，ラン菌根菌が炭素源の供給に重要な働きをして

いることが知られており，サギソウは独立栄養に移

行するまでの従属栄養期間に，ラン菌根菌との共生

を必要としている．この関係は，多くの種類のランで

確認され，特定のランと特定のラン菌根菌との間で

成立している（大和・谷亀 2009）． 

ラン菌根菌を活用した自生地の個体数増殖につい

ては，高橋氏の研究が詳しい．高橋氏は青葉系サギソ

ウ(園芸種)のプロトコーム期の生育に促進効果のあ

る菌株(Rhizoctonia repens 931202A 株)を抽出した．

この菌株はサギソウの初期生育において著しい生育

促進効果があることを見出した(高橋ほか 1998)． 

ラン菌根菌931202A株を接種したゲルで被覆する

方法で育成したサギソウプロトコームの実生育成法

は自生地においてもプロトコームの生存率と生育し

た個体の球根形成率を高め，自生地においても接種

なしと比べ 100 倍近い高い効果を示した．しかし，

培養菌株は園芸種から選抜した株で自生地の菌叢の

攪乱を招くのを防ぐ必要があった(高橋ほか 2005)． 

そこで，愛知県の自生地からサギソウの実生育成

に適する菌株の分離を試み，菌株を見出した．この菌

株を自生地のサギソウプロトコームに接種し，自生

地に設置したところ，プロトコームの生存率，生育状

況も良好となった(高橋ほか2012)． 

次に自生地の結実率と種子発芽率について調査し，

自生地における自然受粉区の実生率は 11.6% ～

3.6%で，自然受粉では実生へと生長する個体数は 1

株当たりに 1.82～0.57個体ときわめて少ないことが

明らかになった．さらに，開花後 4～5日目の開花中

期に受粉すると，形成される蒴果の結実率も良好と  

図３ サギソウの花(敦賀市 2021 年 8 月 12 日)  Ⓐ花粉塊 Ⓑ花粉塊が訪花昆虫に接着して離脱後の葯壁 Ⓒ柱頭 訪花昆虫等によ
る傷がみられる，Ⓓ距の入り口． 



福井県で確認されたサギソウの生育地と個体数(2017-2021)の記録         101 

 

  

図５ サギソウ結実しなかった個体(敦賀市2021 年9 月23 日) 
Ⓑ子房の膨らみがなく，枯死している． 

図４ サギソウの結実個体 (敦賀市 2021 年 9 月 23 日)  

Ⓐ子房が径 4 ㎜程度に膨らみ，蒴果を形成している 

図 6 シカ，イノシシの踏み跡 (敦賀市 2020 年 9 月 20 日) 
サギソウがあった場所の下草がなくなり，イノシシの掘り起し跡が見られた 
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なり，種子発芽率も高くなることも分った．したがっ

て，実生率向上には開花後 4～5日の訪花昆虫数を多

くする必要があった．そこで，開花後 4～5日に人工

受粉を行うことによって実生率は，自然受粉区の 

1.5倍～ 7.7倍となる結果を得た．人工授粉は衰退し

た自生地において実生個体を増殖させる有効な方策

の一つであると報告している(高橋ほか 2017)．そし

て，自生地のラン菌根菌を感染させる菌根菌接種ゲ

ル被覆サギソウプロトコーム設置法により，サギソ

ウが自生地で実生から増殖することが可能になる．

人工的なサギソウ個体の増殖技術は確立されつつあ

り，適宜，自生地の現状に応じて活用する必要があ

る． 

サギソウの自然受粉を進め，結実種子を増やす自

然増殖には，生物の多様性を高め，飛来する媒介昆虫

類によりサギソウの受粉を促し，多くの種子を形成

される環境を形成することがより必要である． 

訪花昆虫については，木村氏がセセリチョウ科の

イチモンジセセリ，チャバネセセリ，オオチャバネセ

セリなどが訪花して，口吻でサギソウの距にたまっ

た蜜を吸う時に頭を突っ込むようになり，花粉塊の

吸盤が付着するのを観察している(木村 1980)．サギ

ソウはスズメガ類によって花粉媒介が行われると考

えられてきたが，福岡県のカメラでの連続観察でも

イチモンジセセリが，サギソウの花粉送粉者である

ことを報告している．イチモンジセセリは，一般的に

花粉を含んだ部分との接触を避け，少量の花粉しか

移動しない行動をとるため，盗蜜者(スキッパー)と

考えられてきた．しかし，サギソウは粘液質の吸盤が

着いた花粉塊をイチモンジセセリの口吻に接合させ，

1 回の訪花で十分な花粉量を送粉できるような形態

にも変化している(Suetsugu・Tanaka 2014)． 

奈良県の自生地では，チャバネセセリによってサ

ギソウの花粉が送粉されることが明らかとなり，セ

セリチョウ科は，広い地域でサギソウの重要な花粉

送粉者として存在していることが報告されている

(Ikeuchi et al. 2015)． 

サギソウの花は細長い距に蜜を溜め，スズメガ類

の口吻長より，長い距にして，口吻に花粉塊を付け，

送粉させるように進化した．スズメガは空中静止飛

行で蜜を吸い，サギソウの花粉を広範囲に運搬する

行動範囲が広い昆虫である．一方でアザミウマは体

長 1-2mm程度の小さな昆虫で，花粉や蜜，花弁など

を餌としている．様々な植物の送粉を行う送粉昆虫

として知られている．サギソウでは夜にスズメガの

訪花が，昼にアザミウマの訪花が確認され，アザミウ

マは全種子生産の 1/4 の受粉に貢献していたとの報

告がある(茂田ほか 2004)． 

サギソウはスズメガという共生関係を強くした送

粉昆虫だけでなく，セセリチョウの仲間，アザミウマ

のような花全般に関係を築く送粉昆虫を持ち，その

場所，時期，昼夜の変化に合わせて，訪花昆虫を変え

て，受粉の機会を増やしていると考えられる．しか

し，アザミウマ類の中にはサギソウの栽培中に蕾を

黒変落下させ，正常な開花を妨げるアザミウマがい

る．花茎内部に卵を産みつけ，その幼虫が蕾を摂食す

ることによって，起こると考えられている(小田倉

2001)．多くの生物と関係を築いているサギソウの送

受粉環境を整えるためにも生物多様性を高めて，い

ろいろな生物活動の調和を図っていくことは重要で

ある． 

近年，問題になっているのが，シカの採食やイノシ

シの掘り起しによって，森林下層植生が衰退し，生物

多様性の調和が崩れてきていることである．福井県

に隣接した京都大学の芦生研究林枕谷地区の 1989 

年から 1994 年の 6 年間と 2006 年から 2007 年

の 2 年間の開花植物種と開花個体数の変化について

は，シカの採食によって開花植物は 84 種から 56 

種に減少し，そのうちの 22 種は地域絶滅し，18種

は開花個体がなくなったと報告している(藤井2010）． 

さらに芦生上谷地域で，1980 年代から 1990 年代に

かけては，マルハナバチ類の訪花を多種類の多年生

草本で観察することができたが，2003年になると大

半の多年生草本で開花個体が絶滅し，訪花している

マルハナバチも１個体だけしか確認できなかったと

報告している．シカの採食は，植物群集の減少だけで

なく，昆虫相や土壌動物相にも及んでいる．さらに開

花植物を利用する訪花昆虫や植物を食べる昆虫に対

する植物の季節的群集機能の変化も起っていること

を指摘している(Kato・Okuyama 2004）． 

福井県に自生しているラン科のツレサギソウも，

同様にシカの採食やイノシシの掘り起しと虫の被害

で個体数が減少している．ツレサギソウではシカの

採食によって開花しても小さな個体で，結実まで発

育する個体が確認されなかった．さらに開花植物を

利用する訪花昆虫類の変化によって結実可能な個体
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の減少が福井県のツレサギソウでも起っている(榎

本ほか 2021)． 

敦賀市のサギソウの個体は 2020 年には花序が切

取られた個体やイノシシの掘り起しによって潰され

た個体も見受けられた(図 6)．サギソウの花でもツレ

サギソウと同様な環境になっている可能性が考えら

れた．今回の調査ではサギソウが送粉昆虫を誘引し，

花粉塊を送粉し，受粉まで行われた花の数がどのく

らいあったかは不明であるが，敦賀市では送粉して

花粉塊を無くした花や受粉が行われて子房が発達し

た個体が確認された(図 3，4)． 

今後，サギソウが種子繁殖による生育個体の増加

を図るためには，生育地の環境を守り，送粉昆虫や生

物の多様性を維持して，開花結実する個体を増やし，

種子散布による個体数の維持や増加を図っていく必

要があると考える． 

林床の植物群集，昆虫相，土壌動物相を含む生育地

環境の回復方策としては，シカの生息密度を明らか

にして，植生が回復可能な生息密度へシカの個体数

を調整することにあり，そのためにはシカの生息状

況の的確な把握ができるモニタリング方法が必要で，

さらに継続的な観測の実施が求められる(藤木・高柳

2008)． 

福井県に生息するニホンジカの 2015 年の推定数

は嶺北地域に 21,000～33,000頭，嶺南地域に 24,000

～40,000 頭が生息しており，シカの採食によって下

層植生の衰退を引き起こしている（福井県 2019平成

30年度版環境白書）．そこで嶺南8,000頭，嶺北4,800

頭に設定して捕獲体制を強化している (福井県

2017)．この体制を維持し，シカの生息密度を下げる

活動を持続させる必要がある． 

越前市のサギソウ生育地では，「さぎ草王国」とし

て，地区内に自生していたサギソウを地域の大切な

宝として再生させる活動を行い 2000 年に活動を始

めた．保護区域を設けて，個体数の維持に努めてい

る．会員数は 約 80 名で地区内の家庭約８割で鉢植

えによる保護増殖を行っている．自生地の清掃・保全

に取り組み，7～8月に各家庭のサギソウを持ち寄り，

サギソウの展示会「さぎ草展」を開催し，毎年 300 人

が保護地区を訪れる交流の場に定着している(しら

やま振興会自然環境部 2021)． 

地域ぐるみでサギソウの保護活動，環境保全活動

を行っているが，自生地個体の地下茎の新球を用い

たクローン球根で鉢栽培をしているとウイルス病が

多発し，新芽が侵されて個体数の減少が見られた．そ

こで，福井県園芸試験場(現 福井県農業試験場園芸

研究センター)で開発された電子レンジで培地を滅

菌し，市販のポリエチレン袋を用い，吊り下げて培養

する無菌培養システムを使って，ウイルスに侵され

ていない種子で無菌培養を行っている．この培養方

法は，地域の代表が，培養施設を手作りし，従来の培

養法に比べて大幅にコストを低減でき，無菌苗の増

殖利用に生かされている(数馬・栗波 2006)． 

この無菌苗を用いて鉢にダンボールを入れた砂植

え栽培が定着し，サギソウ栽培が地域に普及すると

ともに，生育地の個体数維持に結びつけている． 

極東ロシアと日本の異なった生育環境でのサギソ

ウの個体群を比較した報文では，極東ロシアの個体

群サイズは日本のものより常に大きく，個体群の拡

大は主に地下茎の塊茎増殖によって起こる．極東ロ

シアの個体群は地下茎のクローン繁殖により，個体

密度が高いが，日本で観察した個体群は小さく，密度

が小さいなど，生育地による個体群の差異があるこ

とが知られている(Tatarenko・Kondo 2004)．サギソ

ウは地域独自に進化を続け，地域特有の形質を維持

しているといえる． 

中濵氏らの研究では，サギソウの保全の一つの手

段として，人工的な植物の植え戻しがあるが，もしも

地域の遺伝子情報を無視して植え戻しが行われた場

合，遺伝的撹乱が起こる恐れがあることを明らかに

した．兵庫県姫路市では市の花として，サギソウ生育

地の保全を行っている．そのため遺伝的攪乱が起こ

っているかを兵庫県内のサギソウ生育地 33 か所と

姫路市立手柄山温室植物園で栽培されている栽培株

8品種の遺伝子解析を実施した．その結果，5つの生

育地において遺伝的撹乱が起きていることがわかり，

半径 640m 以内の近隣の生育地には遺伝的撹乱個体

が広がってしまう危険性を指摘している(Nakahama 

et al. 2021)． 

趣味の山野草栽培としてもサギソウは人気が高く，

今後も栽培種やほかの地区からの地域種以外のサギ

ソウの植え戻しによって，さらなる地域固有種の遺

伝的撹乱が起こる可能性が懸念されている．このこ

とから福井県でも，現在確認されている 3 ヶ所の生

育地ごとに個体の増殖を図る取り組みを実施して，

遺伝的攪乱を抑止して行かなければならないと考え
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る． 

今後，サギソウの個体数の保全，増加に結び付くよ

うにするためには，調和のとれた生物多様性の環境

を醸成することにある．このことは地道な取組みで

ある．そして，サギソウを通して，福井県の自然環境

について考える機会を持ち，協働で環境保全活動を

取り組む越前市の活動など，先進事例を学び，より強

固に人の輪をつくっていくことが重要であると考え

る． 
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